
 

 

 

 

 

令和 8年 9月 

保健室 

 

救急車の平均到着時間は 9.8 分（令和 7 年度版 消防白書より）

といわれています。心停止している人を発見した時にすぐに 119番

通報をしたとしても、救急車が到着するまでの間に何もしなけれ

ば、１分ごとに救命率は 7～10％下がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図は、一般市民が目撃した症例のうち、1カ月後生存率をグラフにしたものです。 

119番通報するだけを基準とすると、胸骨圧迫をすることで約２倍、さらに AEDを用いた電気

ショックが行われることで、6倍以上の人を救えます。 

その場にいる人が迅速に救急要請、心肺蘇生を行うことで、救命や社会復帰に大きく貢献す

ることができます。そのような場面に居合わせた時に行動できるよう、胸骨圧迫や AEDの使い

方を覚えておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の AEDの場所を覚えておこう！ 

◎事務室前     ◎第１体育館１階 

◎新館２階廊下  ◎本館４階廊下 

総務省消防庁 令和 7年度版消防白書をもとに作成 
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心原性でかつ心停止の時点が一般市民に目撃された

症例2万7769人のうちの1か月生存率


